
文部科学大臣認定制度　共同利用・共同研究拠点
「脳神経病理資源活用の疾患病態共同研究拠点」事業

共 利用・共同研究拠点同

　文部科学大臣が認定する「共同利用・共同研究拠点」制度は、
個々の大学の枠を越えて、研究設備やデータ・資料等を全国の
研究者が活用して共同で研究を行うためのシステムです。
　新潟大学脳研究所では、平成22年4月より「脳神経病理標本
資源活用の先端的共同研究拠点」として認定され、ヒト脳疾患の
克服を目指し、本研究所が所有する膨大な脳神経疾患に関わる
資源と、それに関わる専門的な知識・技術をわが国の脳科学研
究者コミュニティに公開し、脳神経病理学とその関連分野にお
いて多様な共同研究を創出し、実施してきました。

　さらに、平成28年度から共同研究領域の広がりを踏まえて、
「脳神経病理資源活用の疾患病態共同研究拠点」に拠点の名称
を変更し、共同利用・共同研究拠点として認定更新されており、
本研究所に蓄積されてきた世界有数規模の脳神経病理標本資源
と最先端の脳機能画像解析技術を基に、アルツハイマー病等の
脳神経疾患に関する脳病理・病態解析、早期診断技術開発、進
行抑制治療に向けた橋渡し等の課題を先進的に研究し、その成
果を発信するわが国唯一の共同利用・共同研究拠点として、世
界をリードします。

「脳神経病理資源活用の疾患病態共同研究拠点」事業の概要

　平成22年度から共同利用・共同研究の公募を開始し、平成
28年度はプロジェクト型共同研究31件、連携資源利用型共同
研究17件を採択しました。共同利用・共同研究課題申請の詳細
は、脳研究所ホームページに掲載しています。
http://www.bri.niigata-u.ac.jp/joint/index.html

　また、拠点事業として、毎年国際シンポジウムを開催してい
ます。脳神経疾患の病態解明や治療法開発、ヒトの高次脳機能
の理解に関するテーマのもと、著名な外国人研究者の招待講演
や国内先端研究者の講演、ポスター発表を通して、研究成果の
発表や若手研究者の育成に努めています。

アルツハイマー病予防・治療薬の創生
【文部科学省　共同利用・共同研究拠点強化事業】
　脳研究所統合脳機能研究センターにおける20年に渡る地道な研究は、
アルツハイマー病の無侵襲な発症前診断につながる画像診断法を開発す
ると共に、アルツハイマー病の発症メカニズムに脳の水チャンネル蛋白
であるアクアポリンの機能低下から生ずるアミロイド蛋白の排泄不全が関
与していることを突き止めました。本事業はこれらの画期的な成果を踏ま
え、MRI・PETを用いたアルツハイマー病の発症前診断法を開発・確立す
ると共に、開発された診断技術をアルツハイマー病発症予防に生かすため
に、アクアポリンを制御する薬剤の開発を行い、アミロイド蛋白の排泄不
全を予防・治療する特異的な新薬を創生することを目標としています。

　統合脳機能研究センターでは下記のような大型装置を導入し、非侵襲的な脳機能
画像解析を実施しています。
■ ７テスラ磁気共鳴画像装置（MRI）
本邦では最高強度の7テスラの磁場を持つMR装置です。ヒト脳の顕微鏡的高解

像度画像「MR microscopy」をはじめ、MRの最先端技術を駆使した種々の研究・
開発を可能にします。この装置により、世界で初めて、生きている人間のアルツハ
イマー病の病変（老人斑）を撮影することに成功しています。
■ 陽電子放射断層撮影装置（PET）
本装置はポジトロン断層撮影（PET）装置とCT装置を同一ガントリーに組み合わせ

たX線CT重ね合わせ型PET装置です。世界に先駆けてPETによるヒト脳におけるア
クアポリンの画像化に成功しています。

システム脳病態学の確立による脳疾患臨床研究推進事業
－脳リソースを活用した脳疾患臨床研究プラットフォームの確立－

【文部科学省　教育研究活動プロジェクト】
　従来の局在論による脳の診断学は、脳疾患の治療研究において、
その限界が垣間見えるようになってきています。脳疾患の克服のた
めには、脳の各部位の機能的な結合状態（システム）に基づいて脳
疾患を理解する新しい学問が必要とされます。新潟大学は、このよ
うな病態学を"システム脳病態学"と称し、その知見に基づき新たな
病態評価方法を設定することを目標とする事業を開始しました。こ
の知見に基づき介入試験を行うことにより脳疾患克服への道筋をつ
けます。この事業は、脳に対する脳研究所の基礎的な知見と、医
学部の脳神経関係の研究、さらに医歯学総合病院の、医療体制を
統合し、基礎的な成果をより早く実践医療に役立てる、シームレス
な環境の設立を目標とします。この事業を通して、脳疾患の橋渡し
研究を主に扱う臨床研究センターの設立を目指します。
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